
【第１回摂津市地域福祉計画推進協議会議事録】 

 
平成１８年３月２４日 
午後１時～３時１０分 
本館３階 大会議室 

 
出席委員：井岡 勉、安井喜行、前田一彦、梶村源二、野口良美、三浦節子、園田純一、 
     山下弘子、髙野 進、逸見 昭、宇野勝巳、北川照子、源 勁一、前川 茂、 
     北 晴美、 岡芳一 

 
欠席委員：下野英世、高岡國士、小松きよみ、西本 勝、柳 尚夫 
 
事 務 局：中岡曰生、丹羽和人、畑原陽介 
 
[会議開催] 
 
（  事務局  ）   本日は公私なにかとお忙しい中、摂津市地域福祉計画推進協議会に

ご出席賜り、誠にありがとうございます。 
私、福祉総務課長の中岡でございます。本日は第１回目ということ

もございますので、司会を担当させていただきますので、よろしくお

願い致します。 
それでは早速ではございますが、まず最初に推進協議会委員にご就

任いただきます皆様方に委嘱状を交付させていただきます。委員の皆 
様につきましては、ご配布しております資料の推進協議会委員名簿の

とおりでございます。 
なお、本日ご欠席で聞いているのは下野英世委員、小松きよみ委 

員、柳尚夫委員でございます。また、お仕事の都合等で欠席される方、

遅れて参加される方もおられると思いますが、開催させていただきま

す。 
本来ならば、皆様方お一人ごとに委嘱状を交付させていただくとこ

ろでございますが、時間の都合上、代表でお一人の方に交付させてい

ただき、他の皆様にはあらかじめ委嘱状同封の封筒を置かせていただ

いておりますので、ご了解いただきますようお願い申し上げます。 
委嘱状の交付につきましては、森山市長から交付させていただきま 
す。 



それでは、委員を代表しまして、学識経験者で委員に就任していた

だきます 井岡 勉様、前に出ていただき、森山市長から委嘱状の交

付をお受けください。 
 

（ 市 長 ） ［委嘱状交付］ 
 
（ 市 長 ） ［市長あいさつ］  
 
（ 事務局 ）  市長につきましては、公務がございますので、これで退席させてい 

ただきます。 
        
（ 事務局 ）  それでは、ここで本日ご出席の各委員の皆様の自己紹介をお願いい 

たします。名簿順にお願いいたします。 
まず、最初に井岡委員お願いします。 

 
［委員自己紹介］ 
 

（  事務局  ）  ありがとうございました。続きまして、本日出席の事務局職員の紹 
介をさせていただきます。 
［職員紹介］ 

 
（ 事務局 ）  ただいまから、推進協議会を開催させていただきたいと思いますが、 

開催に先立ちまして会長・副会長の選任が必要でございます。 
会長・副会長の選任でございますが、これは推進協議会設置要綱第

５条第１項の規定により、委員の皆様方の互選となっております。ど

のように取り扱わせていただいたらよろしいでしょうか。 
 

（  委員  ）  事務局一任で結構かと思います。 
 
（ 委員一同 ）  異議なし 
 
（ 事務局 ）  それでは、事務局の考えを申し上げます。 
        会長としては学識経験者選出の井岡 勉委員が適任と考えておりま

す。 
         井岡委員につきましては、本市地域福祉計画策定委員会の会長を務 

められ、また大阪府や京都府などの他市の地域福祉計画策定にも携わ 



っておられ、実績も豊富でありますので、会長に就任していただくこ 
とが、最適であると考えます。 
次に、副会長ですが、福祉団体選出の梶村源二委員が適任と考えて

おります。 
梶村委員につきましては、井岡委員と同じく、本市地域福祉計画策

定委員会の副会長を務められ、また、摂津市社会福祉協議会会長をさ

れております。 
社会福祉協議会につきましては、地域福祉推進を担う諸団体により

構成され、また、地域住民の参加促進、ボランティア、福祉教育、ま

ちづくり等の実績が豊富であり、副会長には梶村委員に就任いただく

ことが最適であると考えております。 
委員の皆様いかがでしょうか。 

 
（ 委員一同 ）  異議なし 
 
（ 事務局 ）  ただいま、委員の皆様から異議なしの声がありますので、井岡委員

を推進協議会の会長に、梶村委員を副会長に選任させていただきたい

と思います。井岡委員、梶村委員につきましてはよろしくお願い申し

上げます。 
         それでは、会長席、副会長席に移動をお願い致します。 
 
         就任いただきました会長、副会長より、ひとことずつごあいさつを

お願いいたします。 
 
（ 会 長 ）  ［あいさつ］ 
 
（ 副会長 ）  ［あいさつ］  
 
（ 事務局 ）  ありがとうございました。それでは、ここから次第に沿いまして、

事務局より地域福祉計画推進状況の報告をさせていただきたいと思

います。 
 
（ 事務局 ）  ［推進状況報告］ 
 
（ 事務局 ）  何かご質問はございませんでしょうか。 
         無いようですので、次に移ります。 



（ 事務局 ）  続きまして、本日会長に就任いただきました、井岡同志社大学社会

学部教授より、「地域福祉計画の現状」と題しまして、講演をお願い

したいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
（ 会 長 ）  ［ 講 演 ］ 
 
 
（ 事務局 ）  ありがとうございました。 

それでは、ここで協議会運営のほうを、井岡会長からお願いしたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 
 

（ 会 長 ）  それでは、次第のその他でございますが、本推進協議会の公開・非

公開と会議録についてでございますが、今日の社会の流れもできるだ

け情報の公開に努めることとなっておりますので公開とし、また会議

録につきましては、要点筆記でかつ会議での自由闊達な意見を保障す

るため、委員の個人名は付さないということでいかがでしょうか。 
 
（ 委員一同 ）  異議なし 
 
（ 会 長 ）  それでは会議は公開とし、会議録については要点筆記で委員の個人

名を付さないということでさせていただきたいと思います。 
         最後に本日の報告や講演の感想でも結構ですので、何かご意見、ご

質問があれば、お願いします。 
 
（  委員  ）  地域福祉というと、防犯も含めあらゆる分野のことを、民生委員も

そうですが、とりわけ福祉委員会が取り組まないといけない印象を受

けます。ここまで幅広いと取り組みが散漫になってしまうのでは。 
 
（ 会 長 ）  もちろん、すべてのことを取り組むのは無理があります。地域の状

況に応じて専門家との連携が欠かせないこともあるので、できるだけ

協力していただくという受け止め方でよいと思う。 
 
（  委員  ）  報告の中でも地域包括支援センターのことがありましたが、こうい

った新しい施設や制度についての市民への周知を市としても積極的

にやっていただきたい。 
（ 会 長 ）  そうですね。地域の拠点となりえる施設ですので大事なことだと思



います。現在は高齢者の拠点として、将来的には、障害者の拠点、子

育ての拠点、ひいては地域福祉センターへと変わっていく可能性があ

りますので。 
 
（  委員  ）  地域福祉は幅広い。例えば障害者の生活費のことや、火事が起きた

ときの対応など、細かく見ればあらゆる問題点がある。しかし、これ

らの解決の為に一体誰が関わるのかが分かりにくい。市や団体を含め

この項目には誰が関わるのかが分かるよう、分類表を作成することも

必要だと思う。 
 
（ 会 長 ）  宇治市でも、各団体間での情報提供や協力が思うほどうまくいって

いない。そういった組織図があると分かりやすいですね。 
 
（  委員  ）  全体を掌握でき、自分の今いる位置がわかるようなものにして欲し

い。 
 
（ 会 長 ）  大事ですね。非常にいいご意見だと思います。 
        それでは、事務局より今後のすすめ方の説明をお願いします。 
 
（ 事務局 ）  ［今後のすすめ方説明］ 
 
（  委員  ）  １７年度まとめを提示ということだが、具体的な日程を教えていた

だきたい。 
 
（ 事務局 ）  ６月、遅くても７月中旬頃を考えている。 
 
（ 会 長 ）  他に、ご意見ご感想はございませんか。 
  
（  委員  ）  確認ですが、１２小学校区ごとで地域福祉の取り組みを進めるのか。 
 
（ 事務局 ）  活動圏域としてはそうです。 
 
（  委員  ）  取り組みに温度差は出ないのか。 
 
（ 事務局 ）  色々な部分で温度差があっても、その差をなくしていくべきだと考

えている。 



 
（ 副 会 長 ）  校区福祉委員会では、全校区共通でサロン活動を展開しているが、

確かに、校区ごとで温度差はある。その温度差がなくなるような活動

計画を考えていきたい。 
 
（  委員  ）  地域の実態を知るために、自治振興課の職員を含めて、行政側の職

員は地域へ出て動くべき。 
 
（ 事務局 ）  全庁的なことだが、そのようにしたいとは考えている。 
 
（  委員  ）  京都市中京区の例で、新・旧の住民同士の交流の問題が出ていたが、

それは摂津市内でもある。官民の連携も必要だと思っている。役所の

中については、事務局も、よく手を広げて各部署と連携していただき

たい。そして、市民への情報提供もしっかりやっていただきたい。 
 
（ 会 長 ）  庁内の関係部署の連携、そして理解と協力は大切です。 
 
（  委員  ）  自治振興課の職員もしっかり動いているとは思うが、一つ会長にお

聞きしたいことがある。中京区では地域の連携ができているとのこと

だが、その連携を支えている組織はどこなのか。 
 
（ 会 長 ）  中京区の場合、連携の足場を作っているのは社協です。 
 
（ 副 会 長 ）  連携という意味では、自治会長が毎年変わるところもあり、困難な

面もあるのでは。３年はやって欲しいといい続けているのだが。 
 
（  委員  ）  自治会の根本の部分、出発点から考えていかないといけない。現在

は、なかなか外から口を挟みにくい組織状況。ある意味それを無くす

ことが大事だと思う。 
  
（ 会 長 ）  それでは、ご意見も大方出たようですので、これをもちまして第１ 

回の推進協議会を閉会したいと思います。 
         委員の皆様、本日はご苦労さまでした。 
         ありがとうございました。   
 
[会議閉会] 


